
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

〇申込期間：令和 8 年 3 月 1 日(日)～令和 8 年 3 月 22 日(日) 

      ※窓口受付は平日のみ(９：００～１７：００) ３月 19 日（木）まで 

○対象：小学生以上の市内在住、在勤、在学者 

 

○申込先：（公財）本庄早稲田国際リサーチパーク（２階） 

※所在地 本庄市西富田 1011（早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター2F） 

 

〇申込方法：申込用紙を直接持参（平日のみ）、FAX またはメールにより提出。 

      ※FAX またはメール提出の場合、申込期間中はいつでも受付しています。 

 

〇申込用紙配布場所： 

 

・早稲田リサーチパーク 

 （早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター1F） 

 

・本庄市役所生涯学習課（市役所４階） 

 

・本庄市児玉文化会館セルディ 

 

※リサーチパーク HP、本庄市 HP 

からもダウンロードできます。 

 

※詳しくは３月上旬のリサーチパークＨＰ、本庄市ＨＰ及び広報ほんじょう３月号でお知らせ

する予定です。 

 

あなたと活かす みんなで育む 歴史と教育のまち 本庄 

～ 世のため、後のため ～ 

一年間ありがとうございました  
令和７年度の市民総合大学の全講座は、おかげさまで無事に終了いたしました。今年度の講座

はいかがでしたでしょうか。講座の準備や片付けにご協力いただき、心より感謝申し上げます。     

そして、いよいよ令和 8 年度の講座募集が始まりました。様々な講座をご用意しておりますの

で、皆様のお申込みをお待ちしております。 

 



＜本庄市市民総合大学 企画・運営＞ 

公益財団法人 本庄早稲田国際リサーチパーク 倉林・花房・木村 

TEL   0495-24-7466  FAX 0495-24-7465 

携帯電話 080-6436-6212  E-Mail  shidai@howarp.or.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

演劇博物館は、早稲田大学において文学や演劇を学問として確立させた坪内逍遙の古希と、生涯を賭して翻訳した『シ

ェークスピヤ全集』全 40巻の完成を記念し、1928年（昭和 3年）に設立されました。所在地は早稲田大学構内（東京都

新宿区西早稲田 1-6-1）で、入館料は無料です。2028年には開館 100周年を迎えます。 

同館は、錦絵や舞台写真、図書・台本・上演資料、衣装や人形などの博物資料、江戸期までの和装本、映像・音声資料

など、100万点を超える多彩で貴重な演劇関連コレクションを所蔵しています。 

館長の児玉竜一先生は、日本の歌舞伎研究の第一人者であり、映画『国宝』では原作小説の監修および時代考証を担当

されました。令和 8年度市民総合大学開講式では、基調講演をお願いしています。また、自由選択コースでは、副館長の

和田修先生による「風流（ふりゅう）の芸能史―本庄市金鑚神社の山車と台町獅子舞の背景―」の講座も開講されます。 

次年度の市民総合大学講座もどうぞご期待ください。 

 

 

 

＜日時＞令和８年４月 1８日（土） 

＜会場＞グローバルソフトウェア本庄文化ホール  

＜開講式＞ 

式典：午後 1時３０分～  

基調講演：午後２時～ 

「演劇・映画の楽しみから学ぶ 

～稽古は花鳥風月にあり～」     

講師 児玉 竜一先生   (早稲田大学教授／演劇博物館館長) 

 

＜日時＞令和８年３月７日（土） 

＜会場＞グローバルソフトウェア本庄文化ホール 

＜閉講式＞ 

式典開始：午後 1時 30分～ （受付 午後 1時～）  

＜生涯学習推進大会＞  

「埼玉県警察音楽隊による音楽鑑賞会」 ※詳しくは、市 HPをご確認ください。 

開会：午後 2時 30分～  

定員：800名（事前申込先着順）     

対象：どなたでも ※観覧には事前申し込みが必要です。なお、市民総合大学受講生は申込不要です。 

リサーチパーHP

学校便り 

 


